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復習
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復習

ステークホルダーは「ビジネスモデル」で決まる

運用担当

経営層

企業

Target

Capability
運用能力

Value

Profit

提供価値

収益モデル

サービス市場
ユーザー

指揮命令

予算(給与)

BtoBの場合はユーザーの向こうに 
更にユーザーがいる

誰に

どう実現してどんな価値を

どんな利益を得るか

どんなユーザーに、どんな価値を、どう実現して、どんな利益を得るか
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復習

運用設計により全ての「ステークホルダー」と協調する

運用組織

経営層ユーザー 支援組織

支援を頼む相手仕事を頼んでくる相手

運用担当
(中の人もステークホルダ)

お互いに仕事が 
やりやすい

お互いに仕事が 
やりやすい

お互いに仕事が 
やりやすい

お互いに仕事が 
やりやすい

運用の対価を払う 運用の評価をする
運用に不足する 

専門知識・リソースを提供する

運用設計の到達点の一つは、ステークホルダーとお互いに仕事をやりやすくすること

予算を確保する相手



https://www.opslearn.jp/

復習

「運用のステークホルダー」と3つのライン

運用組織

経営層

ユーザー 支援組織フロントライン バックエンド

レポートライン

(間接的影響)

経営層が評価しやすくする

運用現場が評価されやすくする

ユーザが仕事を頼みやすくする 運用現場が仕事を受けやすくする 外部組織が支援しやすくする運用現場が支援されやすくする



https://www.opslearn.jp/

学習ガイド
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学習ガイド

ワークショップの位置付け

運用フレームワーク

運用の定義 概要 
設計 

「運用組織のステークホルダー」の洗い出し、管理の検討

ワークショップ1. 運用のステークホルダー 
ワークショップ2. 運用の範囲 
ワークショップ3. 運用の価値 
ワークショップ4. 運用の定義

運用の価値を提供する相手
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学習ガイド

ワークショップは「実務に向けた準備」

運用フレームワーク

運用の定義 概要 
設計 

ワークショップ1. 運用のステークホルダー 
ワークショップ2. 運用の範囲 
ワークショップ3. 運用の価値 
ワークショップ4. 運用の定義

運用フレームワーク

ワークショップの受講と並行して 
「運用フレームワーク」の実装に向けて社内で活動が必要となってきます。

• 運用ダッシュボードの実装 
• 講義の復習 
• 社内での議論、フレームワーク要素の整備(公式化)
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学習ガイド

今回のワークショップのテーマ

「運用のステークホルダー」とは 
誰のことか

「運用」は、誰に対して、誰と一緒に 
仕事をしていくのか
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学習ガイド

研修による変化 (受講者への期待)

研修

研修とはプロセスである

Before After

運用のステークホルダーについて 
個人的に考えたことが無かった

自分達の運用のステークホルダーについて 
個人的に深く考察するようになる

運用のステークホルダーについて 
組織的に議論したことが無かった

自分達の運用のステークホルダーについて 
組織的に活発に議論するようになる

運用のステークホルダーについて 
組織的に議論したことはあった

自分達の運用のステークホルダーについて 
継続的にブラッシュアップするようになる
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ワーク1. 3ライン図の作成
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ワーク1: 3ライン図の作成

ワーク1 資料参照
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ワーク2. ステークホルダー一覧の更新
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ワーク2. ステークホルダー一覧の更新

ワーク2 資料参照
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ワーク3. 連絡先管理台帳の作成
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ワーク3. 連絡先一覧の作成

ワーク3 資料参照
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成果物と応用
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成果物
成果物と応用

3ライン図

ステークホルダー一覧/連絡先管理台帳

ステークホルダーの概略図

ステークホルダーの一覧および連絡手段の明確化
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成果物と応用
成果物と応用

ステークホルダー一覧 
連絡先管理台帳

エクスポート

csvファイル

Excelファイルフェーズ1 フェーズ2

ステークホルダー一覧 
連絡先管理台帳

DB化

クエリ

csv/json 
ファイル

フェーズ3

ステークホルダー一覧 
連絡先管理台帳

API化

クエリ

csv/json 
ファイル

リクエスト

API

DBアクセス権限が必要ファイルアクセス権限が必要 
排他制御が弱い
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今後のアクション



https://www.opslearn.jp/

今後のアクション
今後のアクション

自分達の「運用のステークホルダー」を精緻化しましょう

運用組織

経営層

ユーザー 支援組織フロントライン バックエンド

レポートライン

(間接的影響)
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参考: 運用のステークホルダーと「連絡先管理台帳」
今後のアクション

運用フレームワーク

最終ToBe

期待分析・成果設計

運用組織設計

運用の定義

業務プロセス設計

改善スキーム設計

中間ToBe 
(概要)

中間ToBe 
(詳細)

運用の防壁

運用の羅針盤

運用のあるべき姿

現時点のあるべき姿 
(組織レベル)

現時点のあるべき姿 
(業務レベル)

「守り」の部分

「攻め」の部分

運用の定義 ステークホルダー分析

運用作業の測定AsIs 現状の把握

詳
細
設
計

4. 運用の定義 
3. 運用の価値 
2. 運用の範囲

1. 運用のステークホルダー概
要
設
計 サービスカタログ

作業カタログ設計

運用資産管理設計運用基盤設計・整備

連絡先管理台帳/DB
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講義のふりかえり
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研修による変化 (受講者への期待)
講義のふりかえり

研修

研修とはプロセスである

Before After

運用のステークホルダーについて 
個人的に考えたことが無かった

自分達の運用のステークホルダーについて 
個人的に深く考察するようになる

運用のステークホルダーについて 
組織的に議論したことが無かった

自分達の運用のステークホルダーについて 
組織的に活発に議論するようになる

運用のステークホルダーについて 
組織的に議論したことはあった

自分達の運用のステークホルダーについて 
継続的にブラッシュアップするようになる
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今回のワークショップのテーマ
講義のふりかえり

「運用のステークホルダー」とは 
誰のことか

「運用」は、誰に対して、誰と一緒に 
仕事をしていくのか
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            Learning運用設計


